
 

 

 

 
 

 久美浜学園保幼小中一貫教育が本格実施されたのは、平成２８年４月でした。１０年目の節目となった昨年は、久美浜の子ども

たちにどんな力がついてきているのか、また、今後どのような力が必要になってくるのか、久美浜学園全体で意見を出し合いまし

た。さらに、学校・家庭・地域がどのようにつながっていくことが子ども達を支えることになるのか、学園運営協議会等でもご意見を

いただきました。これまでの１０年を踏まえ、気持ち新たな１１年目へと踏み出していけるように、皆様のご支援ご協力をよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久美浜学園保幼小中一貫教育だより 

くみはまこうりゅうかぶと山 久美浜学園事務局R8.5.19 
 【☎82－0079(久美浜中内)】 久美浜学園ホームページもご覧ください 

「久美浜学園保幼小中一貫教育」で検索、スマホでも閲

覧可能 

久美浜学園 教育目標 

  ふるさとを愛し 意欲的に学び やさしい心をもち  
                                  根気強く努力する子どもの育成 

久美浜学園 目指す子ども像 

 １ 探求的な学びを通して主体的に学習する子ども（知） 

 ２ 自ら正しく判断、行動し、豊かな心を持つ子ども（徳） 

 ３ 心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども（体） 

◎自分に合わせて学ぶ力 

○多様な他者と協働する力 

◎主体的に学びに向かう力 

○問題解決能力 

 

◎探究的な学びを進める力 

○コミュニケーション能力 

 

保幼小中一貫教育１０年の成果を生かし、子ども達のニーズを踏まえた多様な連携事業を計画しています。 

◇かぶと山こども園・久美浜保育所・こうりゅう虹こども園の５歳児が参加する交流遠足 

◇久美浜小・高龍小・かぶと山小による交流学習・・・生活科授業、SNS講話学習 

◇久美浜中生徒会が中心となって幅広く展開されている SDGｓの取組・・・ペットボトルキャップ回収 

  ☆久美浜中生徒会・３小学校児童会 合同役員会 

  ☆３園所の子ども達によるペットボトルキャップ贈呈式 

◇授業体験・部活動体験（小→中）、体験入学・授業体験・発表会前訪問（園所→小） 

遊びや学びで 
  付けたい力 

令和８年度４・５月号 



 

 

 

「わくわくいっぱい えがおいっぱい くみ

っこぱわぁで やってみよう！」 

 自ら考え主体的、意欲的に遊んだり生活

したりできる環境の中で新しいことや少し

難しいことにも挑戦する気持ちを大切に育

んでいきます。 

久美浜保育所 ５９名 

かぶと山こども園 ７９名 

こうりゅう虹こども園 ７０名 

久美浜小学校 １１１名 

高龍小学校 １５２名 

かぶと山小学校 １１８名 

久美浜中学校 ２１１名 

「元気な体と豊かな心 生きる力をもった 

たくましい子ども」 

 遊びを通してさまざまな体験や経験を重

ねながら、それぞれの子どもたちの力が十分

発揮できるような教育・保育を進めていきま

す。 

「子どもが現在を最もよく生き、望ましい

未来を作り出す力の基礎を培う」 

 「失敗は成功のもと」を合言葉に、どきど
きわくわくできる体験や「楽しい！明日も続

きの遊びがやりたい！！」という声が聞こえ

てくるようなこども園を目指します 

 

「とくにたくましい 久美っ子主役の学校

～将来の社会的自立を～」 

 本年度のテーマは「子ども主体」です。一

人一人の児童が将来の社会的自立に向け、自

らの可能性を信じて幸福な未来を切り拓い

ていく力を育てます。 

「つながりを深め、子ども主役の学校」～将
来の社会的自立へ～「チャレンジ」×「コミ
ュニケーション」 
 勉強、行事、児童会の取組を通して、友達

とのつながり、地域やふるさととのつなが

りを深めます。自分から進んで学ぶ姿勢を

育てます。 

 教育活動の中で大切にしてきた「つなが

り」や「挑戦」のキーワードを継続しつつ、

子どもたちが安心して自己表現できる教育

環境や集団づくりを大切に、個や集団として

成長できるよう教育活動の充実を図ります。 

 ◇交通ルールを守ります 

 ◇正しい自転車の乗り方をします 

 ◇今できることを精一杯やります 

 ◇当たり前のように生きるのではなく 

  目標を持って日々生活します 

 ◇あいさつ・笑顔を大切にします 

 ◇仲間同士のつながりを深めます 

誓
い
の
言
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